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電子納品とは？電子納品とは？
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電子納品を円滑に行うために、本県における必要な事項を定めたもの電子納品を円滑に行うために、本県における必要な事項を定めたもの

埼玉県電子納品運用ガイドライン埼玉県電子納品運用ガイドライン

今まで紙で提出してきた測量、調査、設計、工事などの

最終成果を 規則 に従って電子データで納品すること

今まで紙で提出してきた測量、調査、設計、工事などの

最終成果を 規則 に従って電子データで納品すること
測量・調査

設計 

工事

維持管理

電子納品 

２．着手時協議により電子納品を円滑
に進めます

受発注者間で、電子納品の対

象とする書類を明確にします。

５．電子化が容易なものから、段階的
に進めます
（例）デジタルカメラを使用した写真管理など

押印が必要な書類や、電子化が困難な書類は電子納
品の対象とはしません。

電子納品しないもの

カタログ等

手書き
パース

社印、代表
者印が必要
な書類

３．電子成果はCD-Rで作成します
原本性を確保するため、書き換え可能なMOなどでなく、
CD-R媒体で作成します。

ＭＯなど ＣＤ－Ｒ

× ○

埼玉県県土整備部建設管理課

Ｈ１７年度から、県土整備部で成果品の電子納品を開始します

４．電子データで納品する資料は、紙媒
体では納品しません

電子データ
で納品

電子データ

不要不要
紙図面

完成図等

ＣＤ－Ｒ

１．電子納品の規則は国土交通省の
要領・基準（案）を適用します

全国的に統一されたルールを用いる
ことで、ノウハウを共有できます。

デジタルカメラ 写真管理 電子納品物

「「埼玉県電子納品運用埼玉県電子納品運用ガイドライン」等ガイドライン」等のの入手方法入手方法

埼玉県建設管理課のホームページ（https://www.pref.saitama.lg.jp/a1002/saitamakenniokerudensinouhin.html）

にて、電子納品に関する情報をダウンロードすることができます。

埼玉県
テキストボックス



電子納品のメリット電子納品のメリット

電子納品の導入電子納品の導入計画計画

報告書や図面がＣＤ－Ｒになるため、保管場所が少なくなります

注）規模に応じて段階的に電子納品を実施するが、受発注者間の協議により、電子納品が可能なものについては、積極的に取り組むものとする。

報告書や図面がＣＤ－Ｒになるため、保管場所が少なくなります

効率的な保管・管理により、電子データの再利用が可能となります。効率的な保管・管理により、電子データの再利用が可能となります。

２００４／９月

電子納品

図面
報告書

毎年増え続ける成
果品を保管するス
ペースが確保でき
ない！

古い報告書や図面
はどんどん劣化し
ていく・・・

成果はCD－Rに収
められるため保管ス
ペースが要らない

PCで成果の内容を確認し、
出力して再利用できる。

電子データなので、
劣化の心配がない。

保管管理システム

索引情報
・発注年度
・工事番号
・路線・水系名
・工事名称

・距離標
・範囲
・・・・・・・

電子納品
DB

登録
検索

・平成 11 年度
・県道××線
・橋梁修繕工事

表示

県庁LAN

検索結果

平成11年度○○橋梁補修工事

平成11年度△△橋梁補修工事

ダウンロード

索引情報
・発注年度
・工事番号
・路線、河川名
・工事名称
・・・・・・
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